
自民党総裁・総理大臣を「新しい顔」

に変えても、安倍・菅路線の継続では政

治は変わりません。コロナ感染者の「原

則自宅療養」によって発生した多数の在

宅死亡者。しかし、新政権は20万床もの

入院ベッドの削減と病院統廃合を止めよ

うとしません。モリ・カケ・桜をはじめ

とする国政私物化の解明には背を向け、

日本学術会議会員任命拒否も撤回しませ

ん。いのちを守り、民主主義を取り戻す

ためには政権交代が必要です。市民と野

党の共闘で、９年も続いた安倍・菅政治

を終わらせ、野党連合政権を誕生させま

しょう。

戦争する国づくり、改憲 許さない
菅首相は「コロナ後に挑戦したい」と改憲への意欲を表明。自民党などは、コロナ禍

は「緊急事態」だから憲法に「緊急事態条項」を創設すると言います。「緊急事態条

項」は、国会を開かずに内閣の一存で法律と同じものを制定できるなど、独裁政治の体制

をつくるものです。菅自公政権と改憲勢力は、憲法９条に自衛隊を書き込むこ

とによって、史上最大の軍事予算をさらに増やし、憲法違反の「敵基地攻撃」の兵器を保

有しようとしています。

「９条改憲反対」の世論を広げ、総選挙で改憲勢力を過半数割れに追い込み、戦争する

国づくり、改憲をストップさせましょう。
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命を守るために政治の転換を
立憲民主党、日本共産党、社民党、れい

わ新選組の野党４党と「安保法制の廃止と

立憲主義の回復を求める市民連合」は９月

８日、次の総選挙で自公政権を倒し、命を

守る新しい政権の実現をめざす野党共通政

策に合意しました。

立憲民主党の枝野幸男代表、日本共産党

の志位和夫委員長、社民党の福島瑞穂党首、

れいわ新選組の山本太郎代表が共通政策の

提言書に署名しました。

総選挙で野党各党が共通政策を結び、

政権交代をめざす初めてのたたかいとな

ります。

政権協力で合意
立憲民主党の枝野幸男代表と日本共産党

の志位和夫委員長は９月３０日、国会内で

会談し、政権協力について合意しました。

■党首会談での合意事項
１、次の総選挙において自公政権を倒し、

新しい政治を実現する。

２、立憲民主党と日本共産党は、「新政権」において、市民連合と合意した政策を着実に
推進するために協力する。その際、日本共産党は、合意した政策を実現する範囲での
限定的な閣外からの協力とする。

３、次の総選挙において、両党で候補者を一本化した選挙区については、双方の立場や
事情の違いを互いに理解・尊重しながら、小選挙区での勝利を目指す。
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野党共通政策の提言（骨子）
１．憲法に基づく政治の回復
２．科学的知見に基づく新型コロナウイルス対策の強化
３．格差と貧困を是正する
４．地球環境を守るエネルギー転換と地域分散型経済システムへの移行
５．ジェンダー視点に基づいた自由で公平な社会の実現
６．権力の私物化を許さず、公平で透明な行政を実現する

新しい政治実現へ決意を固めあう社民・福島、共産・志位、

立民・枝野、れいわ・山本の各氏＝９月８日、参院議員会館

会談する志位（中央左）、枝野（中央右）の両氏。

同席は小池（左）、福山の両氏＝30日、国会内
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印西市議会

新型コロナウイルス対策を求める請願を否決

みなさまのご協力をいただき印西市議会に提出した「新型コロナウイルス対策に係る緊

急請願」は、９月３０日に開催された印西市議会の本会議において審議され、賛成少数で

不採択という結果となりました。

本請願は、新型コロナウイルス感染が猛威をふるう中、市民のいのちを守るため、

(1)パラリンピックの学校連携観戦をさせないこと

(2)中等症以下の原則自宅療養方針を撤回すること

(3)宿泊療養施設を確保すること

(4)ワクチン供給について正確な情報を提供すること

(5)大規模なPCR検査を実施すること

(6)定期的なPCR検査を教育・保育施設にも対象を広げること

(7)臨時国会を召集し、新型コロナウイルス対策を集中審議すること

の７項目を政府・関係自治体に要請することを求め、また

(1)保健所の人員増強を行うこと

(2)自宅療養者のために、医師の往診、看護師の訪間看護の体制を早急につくること

(3)パルスオキシメーターを自宅療養者に行き渡らせるようにすること

(4)在宅で酸素吸入を行う酸素濃縮装置を確保すること

(5)小中学校、保育園、窓口業務など、市民に接する部署の職員は定期的にPCR検査

を行うこと

(6)ワクチン供給見通しについて、医療機関や市民に情報提供すること

(7)印西市議会において新型コロナウイルス対策を集中審議すること。

の７項目を印西市に要請することを求めたものです。

本請願に対し軍司俊紀議員が反対討論にたち、「印西市にこのような権限はない」「請

願は印西市としては実現不可能」などと一方的に断定し、請願採択に反対しました。

新型コロナウイルス感染の再拡大を防ぎ、市民のいのちを守ることは、市政・市議会が

最優先で取り組むべき仕事です。まともな審議もなしに請願を否決したことは、市民の代

表である市議会の不作為責任が厳しく問われるものです。

印西市民のみなさんから寄せられた声を一つ紹介します。「反対討論をした議員はこと

の重大性を理解できない人物でしょう。人の命に関わる問題を、印西市が扱う問題ではな

いと断定する姿こそ，印西市議会の知的貧困ではないでしょうか。」

年末に向け第６波が懸念されています。今のうちに新型コロナウイルス再拡大に備えて

おくことが必要です。 請願者 廣瀬邦治
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